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ヘビが原因で高圧停電事故発生！
新庄事業所 小関 春雄

高圧停電事故が発生し、原因調査の結果、キュー
ビクル内の配線ピット内に隠れていたヘビを発見で
きた事例を紹介します。

〔状況〕
暑かった昨年８月中旬の朝7時30分頃、お客さま

から「出勤したら発電機が起動していて、停止でき
ない」と電気事故受付センターに連絡が入りました。

このお客さまは、災害時の対応として、建物の電
灯や動力に送電可能な非常用予備発電装置を設置さ
れており、停電になると自動で起動します。当日の
出動当番だった私は、高圧停電事故かもしれないと
同僚に応援を依頼し、２人で現場に急行しました。

〔調査〕
約１時間後お客さまに到着し、引込柱上の高圧気

中開閉器が開放状態であることを目視で確認しまし
た。また、高圧気中開閉器に付属している地絡継電
器には、高圧回路で漏電したことを知らせる「地絡」
表示があり、お客さま構内の高圧停電事故であるこ
とを確認しました。

同僚と一緒に高圧受電設備に異常がないか調査を
始めました。高圧絶縁抵抗測定及び高圧機器の目視
点検に異常は見られません。原因が分からずふと目
線を下に落としたときに、配線を収めるためのピッ
ト内で何か動いているものを発見しました。ライト
を使いよく確認してみると、なんとヘビが動いてい
たのです。「ヘビがいる！」と同僚に叫んで知らせ
ました。ヘビをよく観察すると、感電したことを証
明する黒くなった火傷の後も確認することができま
した。

〔原因〕
キュービクル内にヘビが侵入し、高圧回路に触れ

漏電が発生したことにより引込柱の地絡継電器が動
作し停電が発生、同時に非常用予備発電装置が自動
で起動したことが判明しました。ヘビはまだ生きて
いたため、見逃してしまうと再度停電事故が発生し
ていたかもしれません。

〔復旧〕
キュービクル内のヘビを取り除くとともに、侵入

経路と思われる隙間を塞ぎ、約１時間後に復旧しま
した。

〔お客さまの声〕
「発電機により建物内の電気が使用できたため停

電に気が付かず、なぜ発電機が起動しているのか分
かりませんでした。電気を復旧していただきありが
とうございました」と感謝の言葉をいただきました。

〔まとめ〕
今回の事例は、ヘビが原因の高圧停電事故でした。

月次点検や年次点検では、どうしても電気設備の機
器ばかりに目がいってしまいがちですが、機器を含
めた周囲にも目を配り、どんな小さな隙間も見逃さ
ない点検の重要性を再認識しました。
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